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きぬ あさ じ さくらかえで ち はな まる も ようドゥ ジン

「絹・浅地桜楓散らしに花の丸模様胴衣」
(沖縄県立博物館蔵)

縮
緬
地
に
型
紙
を
用
い
て
染
め

ら
れ
た
も
の
で
、
桜
、
菖
蒲
、
牡

丹
、
楓
、
菊
、
梅
な
ど
の
四
季
の

花
々
が
模
様
と
し
て
散
り
ば
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
異
な
る
季
節
が
盛

り
込
ま
れ
た
自
由
な
文
様
は
、
四

季
の
変
化
に
乏
し
い
沖
縄
に
住
む

人
々
の
季
節
へ
の
憧
れ
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

植
物
の
中
に
は
、
沖
縄
に
は
生
息

し
な
い
も
の
も
あ
り
、
型
紙
が
本

土
か
ら
渡
来
し
た
の
で
は
な
い
か

と
も
思
わ
れ
ま
す
。

「
紅
型
」
は
、
沖
縄
で
育
っ
た

独
特
の
模
様
染
め
で
、
米
糊
を
防

染
に
用
い
、
顔
料
と
植
物
染
料
を

併
用
し
た
も
の
で
す
。
技
法
と
し

て
は
型
梁
と
筒
描
き
と
が
あ
り
、

そ
の
名
称
の
由
来
や
技
法
の
伝
来

の
起
源
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
十
八
世
紀
に
は
定
着
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
柳
宗

悦
は

「
紅
型
」
を
称
し
、
「
型
梁

と
し
て
は
紅
型
ほ
ど
純
粋
な
も
の

は
な
く
、
又
恐
ら
く
そ
れ
よ
り
美

し
い
染
も
の
を
着
た
風
俗
は
世
界

で
も
類
例
の
稀
な
も
の
で
あ
ら
う
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

紅
型
の
着
用
は
、
も
っ
ぱ
ら
王

族
や
士
族
な
ど
の
上
流
階
級
の
人
々

と
舞
台
衣
裳
と
し
て
の
み
許
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

(
前
川
公
秀
)
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み

る
〃
か
た
る

特別展

沖
縄
の
工
芸
美
術

.
9
5
・
9
・
9
(
土
)
̃
1
0
・
8
(
日
)

か
つ
て
の
琉
球
王
国
で
あ
る
沖

縄
は
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
地

理
的
特
性
を
い
か
し
て
、
交
易
や

進
貢
貿
易
を
通
じ
て
、
中
国
、
日

本
本
土
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

な
ど
各
国
か
ら
積
極
的
に
技
術
を

導
入
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

技
術
は
、
や
が
て
沖
縄
の
気
候
風

土
に
培
わ
れ
た
独
白
の
芸
術
文
化

へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

と
り
わ
け
1
 
7
世
紀
以
降
、
工
芸

美
術
が
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ

高
度
に
洗
練
さ
れ
た
優
れ
た
作
品

が
次
々
と
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
特
に
王
朝
の
監
督
の
も
と
で

発
展
し
た

「
漆
器
」

や

「
紅
型

(
ビ
ン
ガ
タ
)
」
は
そ
の
代
表
的
な

も
の
で
す
。
一
方
、
人
々
の
生
活

の
な
か
か
ら
も
「
陶
器
」
や
「
織

物
」
な
ど
の
中
に
驚
く
べ
き
多
様

性
と
独
創
性
に
富
ん
だ
作
品
が
生

み
出
さ
れ
る
な
ど
、
沖
縄
の
工
芸

美
術
は
豊
か
な
展
開
を
み
せ
、
そ

の
伝
統
は
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
沖
縄
文
化
を
柳
宗

悦
は

「
ひ
と
つ
の
小
さ
な
島
で
、

千
年
の
独
白
な
文
化
史
を
有
つ
も

「黒漆雲双龍螺細腕」

の
が
ど
こ
に
あ
ろ
う

か
、
沖
縄
は
狭
い
が

ゆ
え
に
あ
ら
ゆ
る
文

化
が
こ
こ
に
圧
縮
さ

れ
、
煮
つ
め
ら
れ
結

晶
さ
れ
た
の
だ
と
い
っ

て
よ
い
こ
こ
の
文
化

の
濃
度
は
容
易
に
他

で
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
」

と
評
し

て
い
ま
す
。

洗
練
さ
れ
た
王
朝
美
術
と
し
て

の

「
漆
器
」

と

「
紅
型
」

王
朝
美
術
の
代
表
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
ま
ず
漆
器
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
琉
球
漆
器
は
1
8
世
紀
頃
に
隆

盛
期
を
迎
え
、
多
様
な
文
様
・
形

体
の
漆
器
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
貝
殻

を
使
う
螺
銅
(
ら
で
ん
)

の
技
法

は
沖
縄
の
海
に
豊
富
に
産
し
た
夜

光
貝
を
背
景
に
著
し
く
発
達
し
ま

し
た
。
曲
面
に
薄
い
貝
片
を
貼
り

つ
け
た
「
黒
漆
雲
双
龍
螺
鋼
椀
」

は
琉
球
漆
器
の
技
術
の
高
さ
を
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漆
に
顔
料

を
混
ぜ
て
練
っ
た
餅
状
の
も
の
を

貼
る
堆
錦
(
つ
い
き
ん
)

は
高
温

多
湿
な
自
然
条
件
が
必
要
な
た
め

沖
縄
の
風
上
に
適
し
た
技
法
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
黒
漆
薔

微
堆
錦
軸
盆
」
は
堆
錦
の
層
が
厚

く
、
作
り
も
し
っ
か
り
し
て
い
る

と
い
う
点
で
堆
錦
技
法
初
期
の
特

徴
が
み
ら
れ
る
作
品
で
す
。

次
に
鮮
や
か
な
色
彩
で
南
国
を

代
表
す
る
染
物
と
し
て
紅
型
が
あ

り
ま
す
。

当
時
、
中
国
や
沖
縄
で
は
黄
色

地
の
衣
裳
は
王
族
の
み
が
着
用
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
黄
色
の
染
色
に
は
沖
縄
に
自
生

す
る
福
木
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

「
黄
色
地
霞
に
枝
垂
桜
と
流
水
に

蛇
籠
桜
i
馨
昌
蒲
小
鳥
模
様
袷
衣
裳
」

は
そ
の
好
例
で
す
。
ま
た
、
同
作

品
を
同
じ
型
紙
で
藍
一
色
と
墨
で

染
め
た
藍
型
(
イ
エ
ー
ガ
タ
)

と

よ
ば
れ
る
作
品
も
あ
り
、
表
現
の

違
い
を
比
較
す
る
こ
と
も
興
味
深

い
こ
と
で
す
。

生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
素
朴

な

「
陶
器
」

と

「
織
物
」

人
々
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
と
し
て
「
陶
器
」
が
あ
り
ま
す
。

沖
縄
の
陶
芸
は
素
朴
な
お
お
ら
か

さ
と
独
特
の
形
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
携
帯
酒
器
と
も
い
え

る
抱
瓶
(
ダ
チ
ビ
ン
)
、
シ
ー
サ
ー

と
よ
ば
れ
る
屋
根
獅
子
、
沖
縄
の

骨
壷
で
あ
る
厨
子
聾
(
ジ
ー
シ
ガ
ー

ミ
)
な
ど
で
す
。
シ
ー
サ
ー
は
魔

除
け
と
し
て
陶
器
や
漆
喰
で
作
ら

れ
た
も
の
で
、
屋
根
の
上
な
ど
に

置
か
れ
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
獅

子
の
動
態
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ

の
表
情
な
ど
が
作
者
の
腕
の
見
せ

ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

厨
子
聾
は
古
く
は
木
製
も
あ
り

ま
し
た
が
、
の
ち
石
製
と
陶
器
に

よ
り
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

形
は
壷
型
と
御
殿
型
(
家
型
)

が

あ
り
保
存
や
美
観
の
う
え
か
ら
素

焼
き
の
焼
締
め
か
ら
施
軸
へ
と
変

化
し
て
い
き
ま
し
た
。
御
殿
型
に

み
ら
れ
る
シ
ャ
チ
ホ
コ
や
獅
子
、

龍
な
ど
の
特
徴
的
な
装
飾
は
死
者

の
永
遠
の
す
み
か
で
あ
り
夢
の
実

現
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
信
仰
深
い「朱漆山水棲閣人物堆錦丸型東通盆」



沖
縄
の
人
々
の
生
活
を
象
徴
し
て

い
ま
す
。

な
か
で
も
、
特
筆
す
べ
き
は
、

織
物
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

沖
縄
は
日
本
の
織
り
の
ふ
る
さ
と

と
い
わ
れ
、
各
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
の
あ
る
多
く
の
織
物
が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
技
法
・
種
類
は

他
の
地
域
に
類
例
が
な
い
ほ
ど
豊

富
で
す
。

餅
・
細
な
ど
の
織
り
技
法
か
ら

多
様
な
模
様
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

柄
に
は
、
縞
・
格
子
縞
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
縞
と
餅
を
組
み
合

わ
せ
た
綾
中
(
ア
ヤ
ナ
カ
)
・
格

子
縞
と
餅
を
組
み
合
わ
せ
た
手
続

(
テ
ジ
マ
)

な
ど
が
あ
り
、
沖
縄

織
物
独
自
の
美
し
き
を
見
せ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
沖
縄
独
特
の
生
地
で
あ

る
芭
蕉
布
・
桐
板
(
ト
ン
ビ
ヤ
ン
ー

「壷屋焼 上焼ツノ型厨子窒」

中
国
か
ら
輸
入
し
た
麻
状
の
糸
で

織
っ
た
、
透
け
て
張
り
の
あ
る
織

物
)
苧
麻

(
チ
ョ
マ
ー
イ
ラ
ク
サ

科
の
植
物
繊
維
で
、
そ
の
さ
ら
り

と
し
た
感
触
は
暑
い
沖
縄
に
は
最

適
な
衣
料
)

を
ど
、
生
地
と
織
り

と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
多
様

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

展
覧
会
に
つ
い
て

本
展
覧
会
は
沖
縄
県
立
博
物
館

所
蔵
品
を
中
心
に
し
た
、
お
よ
そ

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
時
代
の

作
品
、
約
一
〇
〇
点
を
「
漆
器
」

「
陶
器
」

「
紅
型
」

「
織
物
」

の
四

つ
の
分
野
に
よ
っ
て
展
示
し
ま
す
。

で
は
同
じ
黒
潮
流
域
に
あ
る
沖
縄

と
房
総
文
化
と
の
関
連
を
考
え
る

た
め
、
紅
型
と
同
じ
型
染
め
で
染

め
ら
れ
て
い
る
、
房
総
の
万
祝

(
ま
い
わ
い
)

を
あ
わ
せ
て
展
示

し
ま
す
。

(
高
橋

正
夫
)

会
期
-
九
月
九
日

(
土
)

̃

一
〇
月
八
日
(
日
)

月
曜
日
休
館

開
館
時
間
-
午
前
九
時
̃

午
後
四
時
半

入
場
料

二
股

七
〇
〇
円
(
四
〇
〇
円
)

・
高
・
大
学
生

四
〇
〇
円
(
二
五
〇
円
)

・
小
・
中
学
生

二
〇
〇
円
(
七
〇
円
)

(

)
内
は
二
〇
名
以
上

の
団
体
料
金

美
術
講
演
会

みる・かたる・つくる

輪胃"黄色地霞に枝垂桜と流水に
蛇籠桜葵菖蒲小鳥模様袷衣裳」

こ
れ
ま
で
鑑
賞

す
る
機
会
が
少

な
か
っ
た
沖
縄

の
工
芸
美
術
が

東
洋
工
芸
史
の

な
か
で
重
要
な

地
位
を
占
め
る

も
の
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
る

由
縁
を
ご
理
解

い
た
だ
け
る
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
本
屋

「麻・白地八重山上布スティナ」

平
成
七
年
度
の
美
術
講
演
会
は
、

各
展
覧
会
に
併
せ
、
四
回
実
施
す

る
予
定
で
す
。

二
回
目
は
特
別
展
「
沖
縄
の
工

芸
美
術
」

に
関
連
し
、
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時

九
月
二
十
日
(
土
)

午
後
二
時
よ
り

演
題

「
紅
型
-
風
土
の
生
み
だ

し
た
美
-
」

講
師

長
崎

巌
氏

(
東
京
国
立
博
物
館
染
織
室
長
)

会
場

千
葉
県
立
美
術
館
講
堂

対
象

二
〇
〇
名
(
当
口
先
着
順
)

長
崎
氏
は
、
東
京
芸
術
大
学
大

学
院
の
博
士
課
程
を
修
了
。
美
術

史
学
会
、
日
本
風
俗
史
学
会
、
服

飾
美
学
会
等
に
所
属
。
特
に
江
戸

小
袖
染
織
の
技
法
・
文
様
に
関
す

る
調
査
・
研
究
に
優
れ
、
ま
た
、

『
緋
』
な
ど
の
著
書
や
、
「
初
期
(

友
禅
染
)

に
関
す
る
一
考
察
」

な

ど
の
論
文
を
、
多
数
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
講
演
会
で
は
、
沖
縄
の

工
芸
美
術
の
う
ち
、
染
織
工
芸
で

あ
る
紅
型
を
中
心
に
、
幅
広
く
染

織
文
化
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
(
2
 
4
)

高

浬

南

総

展

H
・
Ⅱ

(
土
)

̃
1
 
2
・
1
 
7

(
日
)

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
は
、

房
総
に
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
定
住

し
て
、
近
代
日
本
美
術
界
に
お
い

て
活
躍
し
、
美
術
振
興
の
た
め
に

貢
献
し
た
美
術
家
た
ち
の
再
発
見

と
顕
彰
を
目
指
し
、
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

今
回
は
、
本
県
書
道
界
に
お
い

て
活
躍
し
た
書
家
・
高
澤
南
総
を

と
り
あ
げ
開
催
い
た
し
ま
す
。

高
澤
南
総

(
本
名
武
雄
)

は
、

明
治
四
十
四
年
(
、
九
一
一
)

に

袖
ヶ
浦
市
に
生
ま
れ
、
千
葉
師
範

学
校
(
現
・
千
葉
大
学
)

に
進
学

し
ま
し
た
。
在
学
中
の
大
部
分
を

剣
道
の
練
習
に
没
頭
し
て
い
た
南

総
は
、
た
ま
た
ま
手
に
し
た
習
字

書
と
、
奇
し
く
も
そ
の
年
赴
任
し

た
浅
見
喜
舟
と
出
会
い
、
そ
れ
が

書
に
一
生
を
捧
げ
る
契
機
と
な
り

ま
し
た
。
浅
見
喜
舟
に
師
事
し
、

肉
筆
手
本
に
よ
っ
て
、
楷
・
行
・

草
書
の
基
礎
を
学
び
、
そ
の
後
、

田
代
秋
鶴
に
師
事
し
、
着
実
に
独

自
の
書
風
を
確
立
し
て
い
〈
こ
と

に
な
り
ま
す
。

卒
業
後
、
文
検
に
合
格
し
、
佐

倉
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
を
振
り

出
し
に
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校

の
教
員
を
経
て
、
昭
和
二
十
年
か

ら
千
葉
師
範
学
校
、
続
い
て
千
葉

大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
六
十
五
歳

で
千
葉
大
学
教
授
を
退
官
す
る
ま

で
の
四
十
六
年
間
を
教
職
に
捧
げ

る
と
共
に
、
教
育
書
道
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
書
家
と
し
て
は
、
昭
和

七
年
、
第
二
回
泰
東
書
道
院
展
に

入
選
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
日
本

書
道
美
術
院
展
、
無
心
会
書
展
、

毎
日
書
道
展
、
千
葉
県
書
道
協
会

展
等
を
中
心
に
出
品
を
重
ね
、
昭

和
五
十
一
年
、
第
一
二
十
回
日
本
書

道
美
術
院
展
に
出
品
の

「
一
道
飛

泉
唐
松
裡
」

で
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
国

際
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

後
年
、
日
本
書
道
美
術
院
理
事
、

無
心
会
会
長
、
毎
日
書
道
展
参
与
、

全
日
本
書
芸
文
化
院
代
表
、
千
葉

県
書
道
協
会
会
長
、
千
葉
県
美
術

会
常
任
理
事
な
ど
を
つ
と
め
、
房

総
の
書
道
界
の
中
心
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。

高
澤
南
総
の
書
は
、
穏
や
か
で
、

か
ざ
り
の
な
い
中
に
、
お
も
お
も

し
さ
と
品
格
を
湛
え
、
剣
法
の
さ

ば
き
に
も
似
た
緊
張
感
に
溢
れ
、

余
白
の
清
潔
な
美
し
き
が
ひ
と
き

わ
印
象
的
で
す
。

昭
和
二
十
年
頃
か
ら
、
伊
都
内

親
王
願
文
の
リ
ズ
ム
あ
る
運
筆
法

に
ひ
か
れ
、
臨
書
・
倣
善
し
、
創

作
へ
の
発
展
を
期
し
、
墨
色
に
流

さ
れ
る
こ
と
を
排
し
、
淡
墨
の
使

用
を
一
旦
中
止
し
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。
大
病
後
、
副
島
蒼
海
や

宮
島
詠
士
の
書
に
私
淑
し
、
自
ら

の
苦
境
を
高
め
た
の
が
昭
和
四
十

年
頃
の
こ
と
で
す
。
喜
寿
を
迎
え
、

更
に
新
た
な
目
標
を
見
出
す
べ
く
、

大
字
揮
毒
に
全
精
力
を
傾
け
ま
し

た
。
各
時
期
の
作
品
は
魅
力
に
溢

れ
、
見
る
人
の
心
を
引
き
つ
け
て

や
み
ま
せ
ん
。

本
展
覧
会
は
、
高
澤
南
総
の
作

品
約
六
十
点
、
そ
の
他
関
係
資
料

を
一
巻
に
展
覧
し
、
そ
の
芸
術
を

広
く
県
民
に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

訃
.
守

∵
.
悪

醗
離
陸
醸
醒
閲

南港南総轄己虎」

●
平
成
七
年
十
一
月
二
十
五
日
か

ら
十
二
月
二
十
四
日
ま
で

「
浜
口

陽
三
の
版
画
」
を
開
催
し
ま
す
。

浜
口
陽
三
は
、
明
治
四
十
二
年

(
一
九
〇
九
)

和
歌
山
県
に
生
ま

れ
、
東
京
美
術
学
校
に
学
び
ま
し

た
。
カ
ラ
ー
・
メ
ゾ
ナ
ン
ト
と
い

う
独
自
の
技
法
で
、
柔
ら
か
い
深

み
の
あ
る
黒
を
背
景
と
し
た
微
妙

を
色
彩
の
移
り
変
わ
り
を
表
現
し

ま
し
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
展
国
際
版
画
部
で
日
本
人

と
し
て
初
め
て
大
賞
を
受
賞
し
、

現
在
も
世
界
的
な
版
画
家
と
し
て

活
動
を
続
け
る
浜
口
陽
三
の
銅
版

画
を
紹
介
し
ま
す
。

●
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
八

年
一
月
二
十
一
日
ま
で
は

「
石
橋

武
治
の
風
景
画
」
を
開
催
し
ま
す
。

石
橋
武
治
は
、
明
治
二
十
三
年

(
一
八
九
〇
)
茨
城
県
に
生
ま
れ
、

光
風
会
展
や
帝
展
(
後
の
日
展
)

で
活
躍
し
ま
し
た
。
特
に
本
県
で

は
、
美
術
会
の
結
成
や
、
県
内
の

美
術
振
興
に
多
大
な
功
績
を
残
し
、

県
教
育
功
労
者
、
県
文
化
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
定
感
と
広
が
り
の
あ
る
空
間

を
表
現
し
た
石
橋
武
治
の
水
郷
の

風
景
画
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

●
一
月
五
日
か
ら
二
月
二
十
五
日

ま
で
は
「
鶴
田
吾
郎
の
世
界
」
を

開
催
し
ま
す
。
鶴
田
吾
郎
は
、
明

治
二
十
三
年
(
一
八
九
〇
)
東
京

都
に
生
ま
れ
、
倉
田
白
羊
、
の
ち

中
村
不
折
に
師
事
し
、
帝
展
、
新

文
展
、
日
展
で
活
躍
し
ま
し
た
。

戦
争
記
録
画
や
、
国
立
公
園
を
描

き
、
口
本
山
林
美
術
協
会
な
ど
を

創
立
し
て
、
山
岳
絵
画
の
普
及
に

も
つ
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
会
期
で

「
絵
画
に

表
現
さ
れ
た
風
俗
」
を
開
催
し
ま

す
。
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
様
々

な
特
徴
を
持
つ
人
々
の
身
な
り
や

生
活
、
あ
る
い
は
、
生
活
の
中
で

伝
え
ら
れ
た
儀
式
や
風
習
な
ど
を

堀江 正章「耕地整理図」
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『
時
代
の
風
俗
』
『
地
域
の
風
俗
』

『
風
習
・
儀
式
』

の
三
つ
の
テ
ー

マ
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

●
一
月
二
十
七
日
か
ら
二
月
二
十

五
日
ま
で
は
「
堀
江
正
章
と
旧
制

千
葉
中
学
の
弟
子
た
ち
」
を
開
催

し
ま
す
。

堀
江
正
章
は
、
安
政
五
年
(
一

八
五
人
)

に
長
野
県
に
生
ま
れ
、

旧
制
千
葉
中
学
校
の
図
画
嘱
託
教

師
と
し
て
一
二
十
五
年
間
教
鞭
を
と

り
続
け
ま
し
た
。
明
る
い
色
彩
の

画
面
か
ら
「
コ
バ
ル
ト
先
生
」
と

呼
ば
れ
た
堀
江
の
作
品
と
、
彼
の

教
え
を
受
け
た
石
井
林
響
、
柳
敬

助
、
板
倉
鼎
な
ど
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

●
一
月
五
日
か
ら
四
月
十
四
日
ま

で
彫
刻
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

木
や
ブ
ロ
ン
ズ
、
鉄
な
ど
の
素

材
を
様
々
な
技
法
に
よ
っ
て
表
現

し
た
作
品
や
、
様
々
な
モ
チ
ー
フ

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
作
品
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

●
一
二
月
二
日
か
ら
三
月
二
十
四
円

ま
で
は
恒
例
の

「
浅
井
忠
」
を
開

催
し
ま
す
。
千
葉
県
ゆ
か
り
の
画

家
で
、
近
代
日
本
洋
画
の
先
駆
者

と
し
て
活
躍
し
た
浅
井
忠
の
作
品

や
資
料
な
ど
に
よ
り
浅
井
の
生
涯

と
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
九
月

一
日
ま
で
に
収
蔵
さ
れ
た
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

〔
版

画
〕

浜
口
陽
二

「
レ
ダ
」

「
白
菜
」

(
紙
・
銅
版
/
一
九
五
一
)

(
紙
・
銅
版
/
一
九
き
)

購

入

〔
日
本
画
〕

石
井
林
響

「
白
閑
烏
」
(
紙
春
着
彩
/
一
九
二
四
̃
言
)

〔
洋

画
〕

椿
貞
雄

「
垣
根
の
あ
る
風
景
」

(
キ
ャ
ン
バ
ス
・
油
彩
/
一
九
完
)

「
牡
丹
」
(
キ
ャ
ン
バ
ス
・
油
彩
/
一
九
二
〇
)

「
夏
之
路
傍
」

(
キ
ャ
ン
バ
ス
・
油
彩
/
一
九
二
)

〔
工

芸
〕

香
取
正
彦

「
腕
銀
花
瓶
」
(
鋳
金
/
制
作
年
不
詳
)

「
花
器
」
(
鋳
金
/
制
作
年
不
詳
)

青
木
滋
芳

浜口陽三「白菜」

香
取
秀
真

「
瑞
烏
飾
三
足
鑑
」

(
鋳
金
/
制
作
年
不
詳
)

「
盃
」
(
鋳
金
/
制
作
年
不
詳
)

香
取
正
彦

「
末
広
花
入
」

(
鋳
金
/
制
作
年
不
詳
)

「
卓
鈴
」

(
鋳
金
/
元
七
一
頃
)

大野虚舟
「天霊地気一〇〇樹

寄

附

「
寂
」

(
染
色
/
一
九
き
)

〔
日
本
画
〕

山
室
和
子
氏
よ
り

松
岡
映
丘

「
後
少
将
義
孝
」

(
紙
本
着
彩
/
制
作
年
不
詳
)

〔
洋

画
〕

椿 貞雄「牡丹」

山
室
和
子
氏
よ
り

伊
原
宇
二
郎

「
曇
り
日
の
丘
」

(
キ
ャ
ン
バ
ス
・
油
彩
/

制
作
年
不
詳
)

岡
田
一
二
郎
助

「
デ
ッ
サ
ン

(
裸
婦
)
」

(
紙
・
コ
ン
テ
/
制
作
年
不
詳
)

〔
工

芸
〕

山
室
和
子
氏
よ
り

高
村
豊
周

「
香
炉
」
(
鋳
金
/
制
作
年
不
詳
)

津
田
信
夫

「
鹿
」

(
鋳
金
/
制
作
年
不
詳
)

「
水
牛
」
(
鋳
金
/
制
作
年
不
詳
)

「
兎
」

(
陶
芸
/
一
九
三
九
)

「
竜
」

(
陶
芸
/
一
九
三
九
)

根
箭
忠
緑

「
牛
」

(
鋳
金
/
制
作
年
不
詳
)

富
取
町
子
氏
よ
り

土
肥
刀
泉

「
銅
彩
牡
丹
文
扁
壷
」

(
陶
芸
/
制
作
年
不
詳
)

〔

書

〕

山
室
和
子
氏
よ
り

津
田
信
夫

「
壷
中
乾
坤
」
(
紙
・
塁
/
一
九
二
転
)

「
木
人
不
近
獅
子
吼
」

(
紙
・
墨
/
一
九
一
六
)

「
相
識
満
天
下
知
心
触
幾
人
」

(
紙
・
墨
/
一
九
四
〇
)

皇
道
春
海

「
州
書
禅
語
」
(
紙
・
墨
/
一
九
会
)

大
野
尊
氏
よ
り

大
野
虚
舟

「
阿
咋
」

(
紙
・
墨
/
一
九
八
五
)

「
子
供
の
情
景
-

記
号
探
し
の
パ
ズ
ル
」

(
紙
・
墨
/
一
九
会
)

「
天
霊
地
気
-
騰
」

(
紙
・
墨
/
一
九
九
二
)

渡
辺
春
園
氏
よ
り

石
井
隻
石

「
久
遠
寺
印
」

(
蒙
刻
・
朱
文
・
石
印
/
一
九
至
)

〔
そ
の
他
〕

山
室
和
子
氏
よ
り

山
室
百
世
関
係
図
書
ほ
か

渡
辺
春
園
氏
よ
り

「
石
井
隻
石
使
用
印
床
」

岩
渓
文
子
氏
よ
り

蒙
刻
研
究
誌
「
雌
轟
」
、
写
真
ア

ル
バ
ム
ほ
か
石
井
磐
石
関
係
資
料

津田信夫 鵬リ
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◆
彫
刻
講
座

会
期

1
0
月
1
7

2
0
・
2
 
1

2
6
・
2
8

1
8
・
1
 
9

2
4
・
2
 
5

2
9
・
3
1

◆
金
工
講
座

会
期

1
月
2
 
3

2
7
・
2
8

2
4
・
2
6

0
0
・
3
 
1

H
月
1
口
(
1
 
2
日
間
)

講
師

石
橋

亘
氏

内
容

石
彫

定
員

1
5
名

締
切

1
 
0
月
3
口
(
火
)

◆
書
芸
講
座

会
期

H
月
7
・
8
・
9
‖

(
3
口
聞
)

講
師

中
村
象
閣
氏

内
容

漢
字
、
か
な

定
員

2
5
名

締
切

1
 
0
月
2
4
日
(
火
)

2
月
l
・
3
・
4
・

5
・
6
口

(
1
2
日
間
)

講
師

小
林
正
利
氏

内
容

銅
版
レ
リ
ー
フ

定
員

1
5
名

締
切

1
月
9
口
(
火
)

書 芸 講 座

金 工 講 座

教
養
講
座
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅

情
報
資
料
室
だ
よ
り

《
申
込
方
法
)

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
(
ハ
ガ
キ
.
枚
に
つ
き

一
名
)
美
術
館
普
及
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
を
越
え
た
場
合
に

は
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
御
了
承

く
だ
さ
い
。

㈱
千
葉
県
社
会
教
育
施
設
管
理

財
団
、
干
葉
県
立
美
術
館
、
千
葉

県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
本
事

業
は
、
(
浅
井
忠
の
足
跡
と
近
代

絵
画
の
流
れ
)

の
テ
ー
マ
に
よ
り
、

浅
井
忠
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
時
代

を
中
心
に
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
絵

画
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画

更
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
ま

し
た
。
本
館
職
員
の
他
、
実
践
女

子
大
学
教
授
の
島
田
紀
夫
氏
を
招

き
、
幅
広
い
内
容
で
全
四
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
座
参
加
者
を
対
象
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅

(
イ
タ
リ
ア
・

フ
ラ
ン
ス
)

を
十
一
月
に
予
定
し
、

只
今
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
別
展
「
沖
縄
の
工
芸
美
術
」

の
開
催
に
際
し
、
情
報
資
料
室
に

あ
る
関
連
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

-
図
書
-

「
近
代
日
本
の
漆
芸
」
「
日
本
の

漆
芸
全
6
巻
」
「
琉
球
紅
型
」
「
万

祝
」

「
日
本
の
文
様
1
0
̃
1
8
巻
」

「
文
様
の
事
典
」
「
近
代
装
飾
事
典
」

「
日
本
文
様
事
典
」
「
染
織
の
文
化
」

「
日
本
の
工
芸
1
染

2
漆

7

織
」
「
日
本
の
生
活
文
化
史
3

色

と
染
」
「
文
様
1
、
2

暮
ら
し
の

美
と
心
」
「
芹
沢
鐘
介
作
品
集
全
5

巻
、
別
巻
」
「
原
色
染
色
大
辞
典
」

「
沖
縄
の
民
襲
」
他

-
図
録
-

「
琉
球
漆
器
展
」
「
近
代
日
本
の
漆

芸
」
「
琉
球
王
朝
秘
蔵
紅
型
」
「
琉

球
紅
型
の
美
展
」
「
現
代
の
型
染
」

「
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
の
染
色
」

「
尚
家
継
承
琉
球
王
朝
文
化
遺
産
」

「
梁
の
か
た
が
み
」
「
世
界
の
染
め

と
織
り
」

「
型
絵
梁
の
巨
匠
芹
沢

鐘
介
展
」

「
ア
ン
デ
ス
の
染
織
と

工
芸
」
「
沖
縄
の
美
」
他

-
雑
誌
-

「
日
本
の
美
術
船
脚
紅
型
」
「
月
刊

染
織
a

博
2
6
」
他

開
室
口

火
̃
金
(
祝
日
・
休
館
日
を
除
く
)

1
 
2
時
5
0
分
̃
4
時
0
0
分

閲
覧
の
み

(
貸
出
し
、
コ
ピ
ー
サ

ー
ビ
ス
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
)

(
交
通
案
内
)

●
J
R
総
武
線

「
千
葉
駅
」

よ
り

「
千
葉
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
行
」

バ

ス
1
 
5
分
「
美
術
館
・
郵
便
局
前
」

下
車

徒
歩
1
分

●
肥
京
葉
線
「
千
葉
み
な
と
」
駅

下
車

徒
歩
8
分

●
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

「
千
葉

み
な
と
」
駅
下
車

徒
歩
8
分


